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ñＪヴィレッジ（ 葉町・広野町）
いよいよ迫ったサッカー・ワールドカップ開催。アルゼンチンのキャ
ンプ地となるＪヴィレッジでは、未来の活躍を夢見る子どもたちが
フィールドを駆け抜けています

Ｊヴィレッジ　@0240─26─0111
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ò
入
川
渓
谷
（
い
わ
き
市
）

入
遠
野
川
の
上
流
は
、
俗
化
し
な
い
自
然
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
緑
の
中
、
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、
自
然
石
と
コ
ケ
の
美
し
さ
、
清
ら
か
な
水
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
ま
す

い
わ
き
市
観
光
協
会
　
@
０
２
４
６
（
２
７
）
２
８
７
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グラフ うつくしま　第13号
表紙の写真／田んぼの中のお地蔵様（郡山市）
青い苗がそよぐ田んぼの水面を、まるで悠々と
眺めているかのようなお地蔵様。このお地蔵様
を大切に残しながら稲を育て続けてきた人々の
営みに、素朴な優しい心を感じる風景です
（撮影地：熱海町長橋地区）

C O N T E N T S

ï四季の里のラベンダー畑（福島市）
吾妻小富士を仰ぐ、自然豊かな空間に咲くラベンダーの花々。その豊かな彩りと
心休まる香りを楽しむ人々が訪れます

福島観光協会　@024─525─3722

ふくしま四季彩物語

子どもに贈る創作民話を出版
村野井 幸雄さん

子どもたちの
「生きる力」を育む

ファン・ドールンと
安積疏水が築いた絆

県政トピックス・県人会だより

話題のひろば

情報ぷらざ～県からのお知らせ～

かわまたおりもの展示館
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［ひと・人・ひと］

［特集］

［歴史探訪］
隠されたオランダ人

［うつくしまギャラリー］

ó葉たばこの消毒作業（常葉町）
農家の人々が丹誠を込めて育てた葉たばこは夏に青々と茂り、初夏の風物を彩ります

常葉町農林商工課　@0247─77─2111
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õ鶴ケ城内を走る人力車（会津若松市）
うららかな日射しの中を走る人力車。春と秋に城内で開かれる
イベントでは、商店街からの出店などがあり、まちおこしの新
しい力となっています

会津若松市観光課　@0242─39─1251

さ
わ
や
か
な
緑
の
風
の
中
、

季
節
は
色
め
き
、
大
地
は
生
命
を
宿
す
。

自
然
を
感
じ
、
自
然
を
生
か
し
、

そ
の
大
い
な
る
恵
み
を

夢
見
る
人
々
の
営
み
が
始
ま
る
―
―
。
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ô新緑の会津鉄道と若郷湖（下郷町）
渓谷の若い緑の中を走り抜ける会津鉄道。自然の息吹をダイナミックに味わえる風景が眼
下に広がります

下郷町企画観光課　@0241─69─1144

ö
南
湖
の
ジ
ュ
ン
サ
イ
採
り
（
白
河
市
）

古
く
か
ら
ジ
ュ
ン
サ
イ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
南
湖
。
小
舟
で
丹
念

に
採
取
し
た
若
芽
や
若
葉
は
、
食
用
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す

白
河
市
商
工
観
光
課
　
@
０
２
４
８
（
２
２
）
１
１
１
１
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心
の
中
の
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
は

方
言
が
表
現
し
て
く
れ
る
│
│

「方言は心の中の本当の気持ちに一番近い」と、
方言で書いた現代詩を朗読してくれました。
昭和27年から主宰する『詩脈』は教え子たち
と一緒に作り始め、今も続いています
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「
口
伝
え
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
祖
先
が
残
し

た
伝
統
文
化
。
子
ど
も
の
本
離
れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
現

代
、
昔
話
や
伝
説
を
児
童
文
学
に
し
て
み
ま
し
た
」

会
津
高
田
町
に
お
住
ま
い
で
元
中
学
校
長
の
村
野
井

幸
雄
さ
ん
が
、
昨
年
秋
に
出
版
し
た
『
子
ど
も
に
贈
る
―

―
会
津
の
創
作
民
話
』
を
執
筆
し
た
き
っ
か
け
を
こ
う
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
３０
年
代
、
中
学
校
教
諭
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
子
ど

も
た
ち
は
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
昔
話
を
聞

く
こ
と
が
意
外
と
少
な
く
、
民
話
な
ど
の
出
版
物
も
少
な

い
時
代
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
村
野
井
さ
ん

は
、
会
津
一
円
の
民
話
や
伝
説
を
発
掘
し
て
歩
い
た
の
だ

と
か
。
昭
和
５４
年
に
そ
れ
ら
を
『
や
さ
し
く
書
い
た
会
津

の
伝
説
』
に
ま
と
め
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
そ
の
中
か
ら
１３
編
を
選
ん
で
書
き
下

ろ
し
た
も
の
。
文
字
を
大
き
く
し
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な

を
振
り
、
元
小
学
校
教
諭
で
版
画
家
の
玉
川
岩
雄
さ
ん
の

挿
し
絵
も
入
り
「
小
学
校
低
学
年
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
村
野
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
開
か
れ
た
う
つ
く
し
ま
未
来
博
で
は
、
か

ら
く
り
民
話
茶
屋
「
語
り
部
ス
ク
ー
ル
」
の
講
師
と
し
て

も
活
動
。「
方
言
の
も
つ
快
い
響
き
で
民
話
を
話
し
て
く

だ
さ
い
」
と
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
1
6
1
人
の

ス
ク
ー
ル
参
加
者
が
上
演
。「
う
つ
く
し
ま
未
来
博
が
終

わ
っ
て
も
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
し
て
い
て

う
れ
し
い
。
特
に
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た
い
わ
き
方
部

の
語
り
部
が
増
え
た
の
は
心
強
い
こ
と
」
と
、
後
に
残
っ

た
財
産
と
も
い
う
べ
き
成
果
を
評
価
し
ま
す
。

村
野
井
さ
ん
は
現
在
、
福
島
県
現
代
詩
人
会
会
長
や
福

島
県
方
言
を
語
る
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
蛯
原
由
起
夫
と

い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
現
代
詩
人
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
方
言
を
使
っ
た
現
代
詩
と
音
楽
と
が
一

体
に
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
に
も
出
演
し
て
、
新
し
い
表
現
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。

「
現
代
詩
は
自
由
詩
。
何
も
決
め
ご
と
は
な
い
。
素
直

な
感
情
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
」
と
い
う
村
野
井
さ
ん
。
感
情

を
素
直
に
表
せ
る
手
段
の
一
つ
が
方
言
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ

に
し
た
村
野
井
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
は
続
き
ま
す
。

方
言
の
豊
か
な
表
現
力
を
見
直
す

子
ど
も
に
贈
る

創
作
民
話
を
出
版

福
島
県
現
代
詩
人
会
会
長

福
島
県
方
言
を
語
る
会
会
長

村む

ら

野の

井い

幸ゆ

き

雄お

さ
ん

（
会
津
高
田
町
在
住
）

「旧制中学の時に文学好きの先生
に出会ってから、文学に目覚め
た」。自宅の書斎で、原稿用紙を
広げる村野井さん

うつくしま未来博のからくり民話茶屋では、村野井さ
んたちが指導した語り部たちも大活躍

昭和30年代、教え子を集団就職で東京に送り出した
時には「都会で笑われないように」共通語を一生懸命
教えました。しかし「方言は祖先が生きてきたあかし
と、胸を張って言える言葉の温

ぬく

もりがある」と村野井
さんは話します

これまでに出版した本の数々。
地元に根ざした題材を元にした
創作民話をはじめ、地域の行事
にまつわるものなど多彩な分野
に渡っています

現代詩を朗読する村野井さんと小林さとるさん
のギターの弾き語りで公演した「物語紀行」
（福島市荒井・西田記念館、平成10年11月8日）
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特 集

いよいよ4月から、毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」が全国すべての公立学

校で始まりました。休みの日は、学校の授業とは全然違うことを体験する絶好のチャンス

です。それだけに、家庭や地域での教育の機会が、これまで以上に大切になります。

一人ひとりの子どもたちに「生きる力」を育
はぐく

むために、学校と家庭と地域社会が互いに手

を携えながら、いま、新たな試みが行われ始めています。

子どもたちの
「生きる力」を育む
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完
全
学
校
週
５
日
制
は
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
体
験

に
よ
っ
て
豊
か
な
心
を
育
め
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
な
ど
の
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
休
み
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち

が
生
活
の
中
で
必
要
な
ル
ー
ル
と
思
い
や
り
、
や
さ
し
さ

と
い
っ
た
内
面
的
な
こ
と
を
学
ぶ
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
そ

れ
ら
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
生

活
全
体
で
学
ぶ
も
の
で
す
。

今
日
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
や
社
会
意
識
は
大
き

な
過
渡
期
に
あ
り
、
青
少
年
非
行
の
低
年
齢
化
や
凶
悪
化

が
年
々
顕
著
と
な
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
道
徳
観
や
正
義
感
な
ど
は
家
庭
や
地
域
社
会
で
の

活
動
や
体
験
が
豊
か
で
あ
る
ほ
ど
し
っ
か
り
と
身
に
つ
い

て
い
る
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
左
の
グ
ラ
フ
参

照
）
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。
完
全
学
校
週
５
日
制
は
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
体
験
活
動

を
通
し
て
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

既
に
学
校
や
地
域
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
課
題
を
発
見
し
問
題

を
解
決
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」を
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
、

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
も
、
公
民
館
な
ど
で
自
然

お年寄りからあや取りの指導を受ける浪江町立浪江小の児童

お年寄りに昔の学校の様子についてインタビューする会津若松市立鶴城小の児童

体
験
活
動
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
が
、
完
全
学
校
週
５
日
制
の
実
施
を
契
機
に
活
発

化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
で
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
を
学
校
の
体

験
学
習
の
講
師
に
招
い
た
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
学
校
の
体
育
館
や
校
庭
を
開
放
す
る
な
ど
、
学
校
と
地

域
社
会
が
連
携
し
た
取
り
組
み
も
多
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
。子

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
地
域
全
体
で
育
ん
で

い
く
た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
学
校
も

家
庭
も
地
域
社
会
も
主
体
性
を
持
っ
て
、
よ
り
積
極
的
に

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
お
互
い
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
望
ま
れ
ま
す
。

完
全
週
5
日
制
の
実
施
で

心
豊
か
な「
生
き
る
力
」を
育
成

●自分で課題を見つけ、自ら学び、考え、主体的�
　に判断し、行動し、よりよく問題を解決すること�
　のできる資質・能力�

●自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いや�
　る心や感動する心など、豊かな人間性とたくま�
　しく生きるための健康と体力�

生きる力とは�

（　　　　　　　　　　　）

49 35 15

1
1

3
29 38 30

14 31 44 9 2

3

5 18 52 18 7

13

0%

文部省「子どもの体験活動等に関するアンケート調査」（平成10年12月）より�

ある�
ある� ない�

ない�

生
活
体
験�

道徳観・正義感�

20% 40% 60% 80% 100%

16

�

生活体験と道徳観・正義感�

33 34 26 5

2

1

22 34 36 6

15 30 42 9 3

11 24 48 13 5

108

0%

ある�
ある� ない�

ない�

自
然
体
験�

道徳観・正義感�

※さまざまな設問に対する回答を得点化し５段階で評価�

20% 40% 60% 80% 100%

19

�

自然体験と道徳観・正義感�

44 24

17 46

道徳観・正義感：家族や知人へのあいさつ、電車で席を譲ったこと�
生　活　体　験：果物の皮むき、赤ちゃんのおむつ替え、公園のごみ拾い�
自　然　体　験：木登り、海や川で泳いだこと、キャンプ、魚釣り�

設
問
例�
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学
校
や
地
域
の
活
動
を
支
援
す
る

体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー

県
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
社
会
性
や
思
い
や
り

の
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
学
校
内
外
を
通
じ

た
体
験
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
験
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
に
今
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ

れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
、
県
お
よ
び
市
町
村
な
ど
に
推
進
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

各
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
青
少
年
の
体

験
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し
て
相
談
に
応
じ
、

情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
学
校
が
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
向
け
て
講
師
派
遣
や
各
種
情
報
が
必
要
な
場

合
、
学
校
や
地
域
団
体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
最
適
な

講
師
を
探
し
た
り
、
テ
ー
マ
に
合
っ
た
活
動
の
情
報
を
提

供
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
が
公
民
館
を
借
り
て

子
ど
も
た
ち
の
体
験
講
座
を
開
く
場
合
、
学
校
の
教
師
な

ど
に
講
師
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
学
校
、
公
民

館
、
地
域
団
体
が
持
つ
体
験
学
習
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
学
校
も
地
域
社
会
も
手
を
携
え
る

「
学
社
連
携
」
の
シ
ス
テ
ム
が
、
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
応
援
し
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
や
週
末
に
学
校
の
余
裕
教
室
や
公
民
館

を
開
放
し
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
大
人
と
の
交
流
活
動

や
自
然
体
験
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
事
業
や
、
県
内
３
市

町
村
を
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
し
て
小
・
中
・
高
校
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
事
業
な
ど
も
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

本部センター�
（県教育庁生涯学習課に設置）�
コーディネーター2人配置�

7つの生活圏ごとに7つの生活圏ごとに

地域センター�

子ども・保護者�

（各教育事務所に設置）�
コーディネーター2人配置�

体験活動等推進委員会�
（各学校に設置）�

市町村センター�
（各市町村に設置）�
コーディネーターを配置�

連 携�

体験活動・ボランティア推進センター�

体験活動・ボランティアに関する問い合わせ先�

気軽に相談�
相� 情�
談� 報�
対� 提�
応� 供�

体験活動・�
ボランティア活動に�
関する相談�

指導者の紹介や�
多様な活動の紹介�

※インターネット（うつくしま�
マナビィネット）でも11月ごろ�

から検索可能。�

県教育庁生涯学習課�

県北教育事務所�

県中教育事務所�

県南教育事務所�

@024-521-7794�

@024-521-7715�

@024-935-1488�

@0248-23-1666

会津教育事務所�

南会津教育事務所�

相双教育事務所�

いわき教育事務所�

@0242-29-5489�

@0241-62-5367�

@0244-26-1315�

@0246-24-6144



9

ここでは、毎日い
ろいろな参加体験型
のワークショップが
開催されています。
世界最大のほ乳類で

あるクジラについて、クイズを交えて解説するワークショップや、磯の
生き物に直接触れて学ぶタッチングスクール、本物の化石から型をとり
キーホルダーなどを作る工作教室など、海に身近に触れ、海の不思議を
いきいきと体験できます。

水族館が大好きなので、全国各地からいら
っしゃる人々と知り合いになったり、来館者
からいろんなことを吸収できたりするのは楽
しいし、勉強になりますね。たくさんの見所
や体験コーナーがありますので、館内を案内
するわたしたちボランティアに、ぜひ声をか
けてください。

ボランティアで館内を
案内している

緑豊かな自然に囲
まれ、自然観察会や
炭焼き体験、森林

も り

の
手入れなど、さまざ
まな野外活動が体験

できます。また、国内でも有数の規模と質を誇るオートキャンプ場で、
快適なアウトドアライフを過ごすこともできます。

ここは雑木林などの自然林が多いので、さま
ざまな自然の豊かさに出会うチャンスが多いで
すね。子どもたちに伝えたいのは森林

も り

を中心と
した「命のつながり」。炭焼き体験・森林保育体
験などを通して、暮らしの中に森林

も り

を近づけ、
地球環境に対して何をしなくてはならないか
を、自分自身で考えるお手伝いをしたいですね。

もりの案内人を務める

館内の体験活動室では、「勾玉
まがたま

づくり」「火おこ
し」「アンギン編み（縄文時代の編み物づくり）」
など、古代の技術を体験できます。野外の体験
広場でも、古代の生活を体験するイベントを開
催し、古代に肌で触れ、創意工夫の力も伸ばす試
みが行われています。

家族で勾玉づくりを体験した

文化財の映像を見
たり、展示物をじか
に見たり触ったり…
教科書だけで勉強す
るよりも、ずっと分
かりやすくて面白か
ったです。勾玉作り
は、形を自由に考え
て、自分だけのオリ

ジナルが出来るのが魅力。おみやげに作成キット
も買ってきたので、近所の子に作り方を教えるの
が楽しみです。

紺野　陽香さん
（福島市立清水中２年）

県内4カ所の自然の家では、各地域の特色に
応じ、多様な自然体験やものづくりなどの機会
を設けて、創造性や可能性を伸ばし、「生きる力」
の育成を目指しています。また、高校生は、ボラ
ンティアとして活動に参加することもできま
す。

すでに出来ている
おもちゃで遊ぶので
はなくて、自分の手
で工夫したり加工し
たりすることで、遊
びの幅が広がりま
す。友達と技を競い
合うと、子どものか
かわり合いも自然に

生まれてくるようですね。自然の中で、子どもも
大人も、年齢や地域の違いを超えて体験活動がで
きるのは有意義だと思います。

アクアマリンふくしま
@0246-73-2525

福島県文化財センター白河館

「まほろん」

福島県自然の家

●会津少年自然の家�

●郡山少年自然の家�

●フォレストパークあだたら�

相馬海浜自然の家●�

いわき海浜自然の家●�
まほろん●�

アクアマリンふくしま●�

日常生活や地域での体験活動などで、大人と子どもが共感したことを俳句や川
柳で表現した「17字のふれあい」作品を募集します。
世代を超えたふれあいの中で生まれた喜びや感動を表現した作品をお待ちし

ています。

◆募集期間 7月1日（月）～9月30日（月）
◆応募方法 最寄りの市町村教育委員会または県教育庁生涯学習課に備えてあ

る募集要項（6月中旬から配布予定）をご覧になり、指定の応募用
紙に記入の上、ご応募ください。
※大人の作品と子どもの作品のペアでの応募となります。

◆応募・問い合わせ先
最寄りの市町村教育委員会または県教育庁生涯学習課@024（521）7794

「17字のふれあい」作品募集

後藤　美穂さん
（福島工業高等専門学校２年）

鈴 木　喜男さん
（ふくしま・もりの案内人の会）

佐 藤　由弘さん
（相馬市立養護学校）

竹とんぼづくりとベーゴマ遊びを
体験した

フォレストパークあだたら
@0243-48-2040

@0248-21-0700

相馬@0244-33-5224 郡山@024-957-2111

いわき@0246-32-7700 会津@0242-83-2480



「
う
つ
く
し
ま
」へ
の
系
譜�

況
の
中
、
政
府
は
猪
苗
代
湖
の
水
を
か
ん
が
い
に
利
用

す
る
こ
と
を
考
え
、
明
治
初
年
か
ら
調
査
を
開
始
。
明

治
11
年
（
１
８
７
８
）
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
招
い
た

土
木
設
計
技
師
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
を
郡
山
地
方
に
派

遣
し
、
本
格
的
に
開
削
事
業
の
可
能
性
を
検
討
、
実
地

測
量
を
行
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
、
ド
ー
ル
ン
が
ま
ず
考
え
た
の
は
、
会
津
の

日
橋

に
っ
ぱ
し

川
の
入
り
口
に
「
十
六
橋
水
門
」
を
整
備
す
る
こ

と
で
し
た
。
湖
の
反
対
側
で
あ
る
安
積
疏
水
の
開
削

の
た
め
に
、
な
ぜ
こ
の
整
備
が
第
一
に
必
要
と
考
え
た

の
か
―
―
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
遠
藤
さ
ん
は
、「
今

ま
で
湖
の
水
を
利
用
し
て
き
た
会
津
盆
地
の
農
民
を

決
し
て
困
ら
せ
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
考
え
た
の
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
湖
の
水
位
が
変
わ
っ
て
も
会
津
側

へ
流
れ
る
水
に
影
響
を
与
え
ず
に
、
安
積
原
野
に
必
要

な
水
を
引
き
入
れ
る
。
そ
の
水
位
の
調
節
の
た
め
に

作
ら
れ
た
十
六
橋
水
門
の
役
割
は
「
湖
の
ダ
ム
化
」
で

し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
う
都
市
名
が
示
す
通

り
、
低
地
に
あ
る
彼
の
母
国
オ
ラ
ン
ダ
は
河
川
や
水
利

に
関
す
る
土
木
技
術
は
世
界
一
。
ド
ー
ル
ン
の
設
計

に
基
づ
く
安
積
疏
水
工
事
は
、
明
治
12
年
（
１
８
７
９
）

に
開
始
さ
れ
、
高
度
な
指
導
の
も
と
、
政
府
派
遣
の
技

術
者
や
福
島
県
内
の
技
術
者
が
活
躍
。
３
カ
年
の
月

日
を
要
し
、
明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
に
完
成
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
年
月
が
た
っ
て
も
こ
の
恩
人
の
こ
と
を

忘
れ
な
か
っ
た
の
は
、
農
民
た
ち
で
し
た
。

■
開
拓
に
不
可
欠
な
水
を
導
く

現
在
、
中
核
市
と
し
て
大
き
な
飛
躍
を
続
け
、
全
国

第
２
位
の
米
生
産
高
を
誇
る
郡
山
市
。
そ
の
発
展
は

す
べ
て
「
水
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
維
新
の
こ

ろ
、「
安
積
開
拓
」
に
お
い
て
、
安
積
疏
水
の
開
削
は
不

可
欠
の
も
の
で
し
た
。
当
時
の
安
積
原
野
は
不
毛
の

地
。
猪
苗
代
湖
の
水
は
西
の
会
津
盆
地
を
潤
し
ま
し

た
が
、
東
の
安
積
原
野
に
は
一
滴
も
流
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
す
。

明
治
維
新
後
、
新
政
府
は
、
失
業
し
た
士
族
の
救
済

の
た
め
、
開
墾
地
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
状

猪
苗
代
湖
の
豊
か
な
水
を
安
積
原
野
（
郡
山
市
）

に
導
き
、荒
野
を
美
田
に
変
え
た「
安
積
疏
水
開
削
」

に
力
を
尽
く
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
フ
ァ
ン
・
ド

ー
ル
ン
の
像
が
、
湖
畔
の
十
六
橋
水
門
そ
ば
に
建

っ
て
い
ま
す
。
戦
時
中
、
金
属
類
の
強
制
供
出
の

運
命
が
待
っ
て
い
た
像
を
守
ろ
う
と
、
決
死
の
思

い
で
隠
し
、
守
り
通
し
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
当
時
そ
の
決
断
を
下
し
た
渡
辺
信
任

の
ぶ
と
う

の

甥お
い

で
、
実
行
部
隊
の
一
人
の
ご
子
息
で
も
あ
る
、
安

積
疏
水
土
地
改
良
区
副
理
事
長
の
遠
藤
直
人
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
時
を
超
え
て
守
り
通
し

た
大
切
な
心
に
想
い
を
は
せ
て
み
ま
し
た
。

猪苗代湖畔に建つファン・ドールン像。足元をセメントで固めた「傷跡」
は、戦時中の金属類の強制供出から守ろうと、農民たちの手によって運び
出された際に出来たものです

安積疏水開削の際に使われたトランシッ
ト（測量器械）
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隠
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人

フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
と

安
積
疏
水
が
築
い
た
絆

会津の日橋川入り口にある十六橋水門は、安
積疏水の開削に伴い、会津側に流れる猪苗代
湖の水量を調節するためにつくられました

明治15年（1882）、沼上隧道
ずいどう

が通水。それは、
奥羽山脈をトンネルで貫き、猪苗代湖の水が
初めて安積原野に導かれた瞬間でした

ファン・ドールン像�



■
恩
義
を
胸
に
、
隠
さ
れ
た
銅
像

永
年
の
夢
だ
っ
た
猪
苗
代
湖
か
ら
の
引
水
を
目
に

し
た
農
民
た
ち
は
、
手
を
握
り
合
い
、
皆
が
涙
を
流
し

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
全
国
か
ら
入
植
し
た
士

族
や
小
作
人
た
ち
の
労
苦
に
よ
り
、
荒
野
は
美
田
と
化

し
て
い
っ
た
の
で
す
。
農
民
た
ち
は
、「
孫
子
の
代
ま

で
ド
ー
ル
ン
先
生
を
語
り
継
ご
う
」
と
銅
像
建
立
を
働

き
か
け
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）、
ゆ
か
り
の
十
六
橋

水
門
わ
き
に
建
立
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戦
で
戦
火
が
強
ま
る
中
、

軍
事
用
に
役
立
て
る
た
め
に
金
属
類
の
強
制
的
な
供

出
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
も
ド
ー
ル
ン
の
母
国
オ

ラ
ン
ダ
は
敵
国
の
連
合
軍
側
。
銅
像
に
も
供
出
の
運

命
し
か
残
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
遠
藤
さ
ん
は
「
し
か

し
、
敵
と
か
味
方
と
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
農
民
が

ド
ー
ル
ン
に
大
き
な
恩
義
が
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
変

わ
ら
な
い
の
で
す
か
ら
」
と
語
り
ま
す
。
銅
像
を
隠
そ

う
―
―
そ
ん
な
覚
悟
を
決
め
た
の
は
、
安
積
疏
水
土
地

改
良
区
理
事
長
の
渡
辺
信
任
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
が
憲
兵
に
見
つ
か
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
密
か
に
銅
像
を
運
び
山
中
に
埋
め
る
実
行
部
隊

が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。
遠
藤
さ
ん
の
実
父
も
そ
の
一

人
で
し
た
。「
実
行
の
日
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
夜
、
だ
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
大
き
な
重
い

銅
像
を
台
座
か
ら
は
ず
し
、
杉
林
の
中
を
運
ん
で
土
の

中
に
埋
め
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
遠
藤
さ
ん

は
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
、
関
係
し
た
人
々
は
何
度

取
り
調
べ
を
受
け
て
も
「
銅
像
の
こ
と
は
知
ら
な
い
」

と
主
張
し
続
け
、
恩
人
を
守
り
通
し
ま
し
た
。

そ
し
て
敗
戦
を
迎
え
、
眠
り
続
け
た
ド
ー
ル
ン
像
は

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
に
掘
り
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
を
し
た
人
た
ち
は
「
ド
ー
ル
ン
先
生
は
骨
に
な
ら

な
い
で
生
き
て
い
た
」
と
大
喜
び
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
再
び
猪
苗
代
湖
畔
に
立
っ
た
ド
ー
ル

ン
は
、
自
ら
の
事
業
を
永
遠
に
見
渡
す
こ
と
と
な
っ
た

和
54
年
（
１
９
７
９
）、
郡
山
市
は
温
か
い
市
民
の
募
金

に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
、
無
縁

仏
寸
前
の
状
態
だ
っ
た
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
の
墓
碑
を

再
建
し
ま
し
た
。
ド
ー
ル
ン
が
安
積
原
野
の
地
を
踏

ん
で
一
世
紀
後
、
郡
山
と
オ
ラ
ン
ダ
の
交
流
が
広
が
っ

た
の
で
す
。
さ
ら
に
郡
山
市
は
、
昨
年
９
月
、
21
世
紀

以
降
の
新
た
な
友
好
の
あ
か
し
に
、
ド
ー
ル
ン
の
生
誕

地
で
あ
る
ブ
ル
メ
ン
市
が
建
立
し
た
記
念
碑
の
除
幕

式
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
安
積
疏
水
開
削

の
礎
と
な
っ
た
十
六
橋
水
門
は
、
そ
の
歴
史
的
景
観
を

と
ど
め
よ
う
と
、
改
修
・
整
備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
地
を
潤
し
、
工
業
用
水
、
生
活
用
水
と
し
て
も
使

わ
れ
る
安
積
疏
水
は
、
い
ま
の
郡
山
を
築
き
上
げ
た
源

流
で
す
。
こ
の
目
ざ
ま
し
い
発
展
も
、
国
際
交
流
の
広

の
で
す
。

■
時
を
超
え
国
を
越
え
た
信
頼
関
係
を

厳
し
い
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
つ
い
に
守
り
抜
か
れ
た

銅
像
―
―
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
の
は
、
安
積
原
野
を

真
に
切
り
拓
い
た
農
民
一
人
ひ
と
り
の
誇
り
と
、
恩
人

へ
の
厚
い
感
謝
の
想
い
で
し
た
。

そ
の
想
い
が
、
恩
人
を
砲
弾
に
変
え
る
の
を
防
ぎ
、

国
と
国
を
結
ぶ
架
け
橋
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
日
本

で
の
ド
ー
ル
ン
の
功
績
と
、
そ
の
銅
像
に
ま
つ
わ
る
秘

話
が
オ
ラ
ン
ダ
国
王
に
も
伝
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
地
元
で

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ド
ー
ル
ン
の
名
が
、
オ
ラ
ン

ダ
国
内
で
も
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
昭

が
り
も
、「
戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
大
切

な
心
」
が
礎
と
な
っ
た
こ
と
を
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
像
の
足
元
を
よ

く
見
る
と
、
そ
こ
に
は
セ
メ
ン
ト
で
補
強
し
た
傷
跡
が

あ
り
ま
す
。「
こ
の
足
は
、
銅
像
を
隠
す
た
め
に
台
座

か
ら
は
ず
し
た
時
に
壊
れ
た
の
で
す
」
と
、
遠
藤
さ
ん

は
話
し
ま
す
。
ド
ー
ル
ン
と
農
民
を
強
い
絆

き
ず
な

で
結
ん

だ
銅
像
の
生
々
し
い
傷
跡
は
、
戦
火
を
乗
り
越
え
た
熱

い
心
の
あ
か
し
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
日
で
は
、
オ
ラ
ン

ダ
と
の
強
い
絆
の
あ
か
し
と
な
り
ま
し
た
。
二
度
と

像
が
は
ず
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
を
越
え
た
か
け
が
え

の
な
い
信
頼
を
築
き
上
げ
て
ほ
し
い
―
―
ド
ー
ル
ン

の
像
は
、
わ
た
し
た
ち
に
、
そ
う
語
り
か
け
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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安積地方へ取水する上
じょう

戸
こ

取水口の
前で往時を語る遠藤さん。「疏水
が整備されるにつれ、開墾地の畑
地は水田へと変わり、かんがい面
積が増加していきました」

現在の十六橋水門。その歴史的景観をとどめようと、改
修・整備が図られています

郡山市は昨年９月、姉妹都市のオランダ・ブル
メン市が21世紀以降の新たな友好のあかしに
建立した記念碑の除幕式に出席しました

安積疏水の分水路（郡山市熱海町）。疏水によ
り農工業用水から生活用水まで確保された郡
山地方は、その後大きく発展しました

安積疏水完成時につくられた人工の滝「麓山
の飛

ひ

瀑
ばく

」。単なる観賞用ではなく、製糸業の
動力源として利用するために造られました。
現在もその形をとどめ（写真下）、今年３月
に、学術上貴重な近代建造物の保護を目的
とした登録有形文化財に選定されました



福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
を
構
成
す
る
１４
地

区
の
県
人
会
の
中
で
も
、と
り
わ
け
長
い
歴
史
を
誇

っ
て
い
る
の
が
、大
正
6
年
5
月
に
結
成
さ
れ
た
札

幌
福
島
県
人
会
で
す
。
会
員
数
も
約
1
2
0
名
と

最
大
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
札
幌
福
島
県
人
会
で
平
成
１４
年
度
の
総
会

が
2
月
に
開
催
さ
れ
、
恒
例
の
事
業
と
は
別
に
、
設

立
８５
周
年
の
記
念
誌
の
発
行
や
祝
賀
会
を
兼
ね
た

観
楓

か
ん
ぷ
う

会
の
実
施
な
ど
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

１
次
リ
ー
グ
3
試
合
が
札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
が
、そ
の
う
ち
の
１
試
合
が
福
島
県
の
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
試
合
で
も
あ
り
、県
人
会
と
し
て
も
ぜ
ひ
応
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
会
長
　
菅
野
勉
吉
）

設
立
８５
周
年
を
迎
え
て

―
札
幌
福
島
県
人
会
―

ふ
く
し
ま
地
球
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催

3
月
１６
・
１７
日

T
O
P
IC
S

常
磐
道
い
わ
き
四
倉
ー
広
野
Ｉ
Ｃ
間

開
通

3
月
２３
日
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3
月
２３
日
、
常
磐
自
動
車
道
の
い
わ
き
四
倉

ー
広
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
間
が
開

通
し
ま
し
た
。

開
通
に
先
立
ち
、
広
野
Ｉ
Ｃ
近
く
の
本
線
上

で
行
わ
れ
た
開
通
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
、
約
2
0
0
人
の

出
席
者
の
車
両
に
よ
る
通
り
初
め
の
パ
レ
ー
ド

で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
い

わ
き
中
央
ー
い
わ
き
四
倉
Ｉ
Ｃ
間
に
位
置
す
る

四
倉
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。東

京
と
仙
台
を
結
ぶ
総
延
長
3
5
2
n
の
計

画
が
あ
る
常
磐
自
動
車
道
は
、
今
回
の
延
伸
に

よ
り
開
通
区
間
が
全
体
の
約
6
割
の
2
1
3.

3
n
と
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
出
場
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
チ
ー
ム
の
キ

ャ
ン
プ
地
に
も
な
っ
て
い
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
ほ
か
、
相
双
地
域
の

産
業
・
経
済
の
発
展
や
首
都
圏
と
の
交
流
な
ど

へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
く
し
ま
地
球
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
3

月
１６
・
１７
日
の
両
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ

ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
発
途
上
国
の
現
状
や
国
際
協
力
活
動
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
2
日
間
で
約

1
5
0
0
人
が
参
加
。
初
日
は
、
中
国
湖
北
省

で
植
林
を
進
め
て
い
る「
福
島
県
緑
の
協
力
隊
」

と
ル
ワ
ン
ダ
の
学
校
建
設
に
取
り
組
む
「
ル
ワ

ン
ダ
の
教
育
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
国
際
協
力

活
動
の
報
告
、
開
発
途
上
国
で
医
療
救
援
活
動

に
従
事
し
て
い
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
代
表
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
に
よ
る
歌
と
映
像
を

使
っ
た
開
発
途
上
国
の
現
状
紹
介
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
2
日
目
は
、
国
際
協
力
事
業
団
参
与

で
前
ケ
ニ
ア
大
使
の
青
木
盛
久
さ
ん
に
よ
る
講

演
や
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
よ
る
帰
国
報
告
の

ほ
か
、
県
内
外
１９
の
国
際
交
流
団
体
な
ど
の
出

展
に
よ
る
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
広
場
が
開
設
さ

れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

県
の
広
帯
域
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
う
つ
く

し
ま
世
界
樹
」
の
運
用
開
始
を
記
念
し
た
セ
レ

モ
ニ
ー
が
3
月
２７
日
、県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

う
つ
く
し
ま
世
界
樹
は
、県
民
だ
れ
も
が
高
度

な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
暮
ら
し
や

す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
整

備
さ
れ
た
も
の
で
、
県
庁
と
7
つ
の
基
幹
合
同

庁
舎
な
ど
を
結
び
3
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま

し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐
藤
知
事
が
県
民

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
た
後
、
将
来
可
能
と

な
る
電
子
行
政
、
遠
隔
教
育
、
遠
隔
医
療
な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
立
の
学
校
や
病
院
、
各
市
町
村
に

も
接
続
を
予
定
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
も
が
電
子
社
会
の
利
便
性
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
将
来
の

電
子
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
映
像
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
う
つ
く
し
ま
世
界
樹
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

3
月
２７
日

T
O
P
IC
S
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三春町�

いわき市�

昭和村�

三
春
町
大
町
に
4
月
4
日
、み
は
る
壱
番
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

街
な
か
へ
の
居
住
を
促
進
し
、に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
で
あ
る
㈱
三
春
ま
ち

づ
く
り
公
社
が
整
備
。
地
下
１
階
、地
上
5
階
建

て
で
、
１０
店
の
賃
貸
店
舗
と
9
戸
の
賃
貸
住
宅

を
持
つ
複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
食
店

や
休
憩
所
、
観
光
客
向
け
の
郷
土
物
産
販
売
・
観

光
案
内
、
農
産
物
直
売
所
の
ほ
か
、
化
粧
品
店
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
入
店
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ñ
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

@
0
2
4
7
（
6
2
）
5
9
1
1

問 み
は
る
壱
番
館
オ
ー
プ
ン

い
わ
き
市
の
平
庭
球
場
が
4
月
１
日
、リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

昭
和
４１
年
に
建
設
さ
れ
た
同
庭
球
場
は
、老
朽

化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、市
が
平
成
１２
年
１２
月
か

ら
１
年
4
カ
月
を
か
け
て
改
修
を
実
施
。
新
し

い
コ
ー
ト
は
、全
天
候
型
の
砂
入
り
人
工
芝
を
採

用
、
数
も
１２
面
か
ら
１４
面
に
増
や
し
た
ほ
か
、
壁

打
ち
も
で
き
る
練
習
用
コ
ー
ト
も
設
置
し
ま
し

た
。
コ
ー
ト
わ
き
に
は
、ロ
ッ
カ
ー
室
や
シ
ャ
ワ

ー
室
を
備
え
た
2
階
建
て
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
も

新
築
し
ま
し
た
。
同
庭
球
場
は
、今
年
開
催
の
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

@
0
2
4
6
（
2
9
）
1
1
7
1

問 平
庭
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

大
熊
町
の
県
原
子
力
セ
ン
タ
ー
隣
に
4
月
１

日
、
県
原
子
力
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
原
子
力
発
電
所
で
災
害
が

発
生
し
た
と
き
の
対
応
拠
点
と
し
て
県
と
国
が

共
同
で
整
備
。原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、国
、

県
、
地
元
町
、
事
業
者
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な

っ
て
協
議
し
な
が
ら
対
策
に
あ
た
る
場
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。
情
報
提
供
や
意
思
決
定
な
ど

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
カ
メ
ラ
映
像
な
ど
が
表
示
で
き
る
映
像
シ
ス

テ
ム
や
、
セ
ン
タ
ー
と
県
庁
、
国
、
関
係
町
を
結

ぶ
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
備
え
て
い
ま

県
原
子
力
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

4
月
1
日

T
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す
。
ま
た
、
緊
急
時
に
備
え
、
国
の
原
子
力
防

災
専
門
官
が
常
駐
し
て
い
る
ほ
か
、
原
子
炉
な

ど
の
監
視
や
発
生
し
た
事
故
の
進
展
予
測
を
行

う
「
緊
急
時
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
立
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
4
月
１

日
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
危
険
度
の
高
い
妊
婦
を
は

じ
め
、
周
産
期
（
妊
娠
２２
週
か
ら
生
後
7
日
未

満
）
の
胎
児
や
新
生
児
に
対
し
、
専
門
的
で
高

度
な
医
療
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
同
日
か
ら
運

用
を
開
始
し
た
「
周
産
期
医
療
シ
ス
テ
ム
」
の

中
核
と
な
る
施
設
で
す
。「
新
生
児
集
中
治
療

管
理
室
」
と
「
母
体
・
胎
児
集
中
治
療
管
理
室
」

を
備
え
、
２４
時
間
体
制
で
妊
娠
、
出
産
か
ら
新

生
児
に
至
る
一
貫
し
た
治
療
管
理
を
実
施
。
県

内
各
方
部
で
周
産
期
医
療
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を

担
う
4
つ
の
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

県
立
医
大
附
属
病
院
に
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

4
月
1
日

T
O
P
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と
6
つ
の
周
産
期
医
療
協
力
施
設
と
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
、
患
者
の
搬
送
を
受
け
入
れ
る
ほ

か
、
医
師
や
看
護
婦
な
ど
の
研
修
、
情
報
の
収

集
や
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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昭
和
村
佐
倉
に
あ
る
か
ら
む
し
織
の
里
に
4

月
２７
日
、「
郷
土
食
伝
承
館
（
愛
称：

苧ち
ょ

麻ま

庵あ
ん

）
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
村
の
伝
統
産
業
で
あ
る
「
か
ら
む
し
織
」
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
拠
点
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
る
か
ら
む
し
織
の
里
は
昨
年
7
月
に

オ
ー
プ
ン
。
オ
ー
プ
ン
時
に
整
備
さ
れ
た
か
ら

む
し
栽
培
の
道
具
や
方
法
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
「
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
」
と
か
ら
む
し
織
の

体
験
な
ど
が
で
き
る「
織
姫
交
流
館
」に
、今
回
、

村
の
郷
土
食
が
味
わ
え
る
飲
食
ス
ポ
ッ
ト
が
加

わ
り
ま
し
た
。
村
に
昔
か
ら
伝
わ
る
正
月
料
理

や
祭
り
料
理
、
祝
い
料
理
、
薬
膳
料
理
な
ど
、
昭

和
村
の
伝
統
の
味
を
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。

@
0
2
4
1
（
5
8
）
1
4
5
5

問 か
ら
む
し
織
の
里
「
郷
土
食
伝
承
館

（
苧
麻
庵
）」
オ
ー
プ
ン



【募 集】�

い
わ
き
海
浜
自
然
の
家
で
は
、
川
の
生
物
と
森

の
関
係
な
ど
を
学
ぶ
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

6
月
２９
日
º

午
前
１０
時
〜
３０
日
∂

午
後
１
時
の
１
泊
2
日

◆
対
象

県
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

◆
内
容

夏
井
川
の
源
流
を
訪
ね
、
そ
こ
に
住
む

生
き
物
と
森
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
と
の
関
係

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
参
加
費

3
0
0
0
円
程
度
（
食
費
、
保
険
料
な
ど
）

◆
定
員

５０
人

◆
募
集
期
間

5
月
１０
日
ª
〜
３１
日
ª
当
日
消
印
有
効

◆
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
7
9
ー

0
3
3
5

い
わ
き
市
久
之
浜
町

田
之
網
字
向
山
５３

い
わ
き
海
浜
自
然
の
家

@
0
2
4
6
（
3
2
）
7
7
0
0

14

県
統
計
グ
ラ
フ
講
習
会
受
講
者

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表
現
技
術
の
向
上

を
図
り
、
統
計
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
内
容

各
種
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
方
法
や
読
み

と
り
方
の
実
習

◆
申
し
込
み
方
法

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

④
受
講
希
望
会
場
名
を
記
入
の
上
、
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

5
月
２２
日
π

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
6
0
ー

8
6
7
0
（
住
所
記
載
不
要
）
県
庁

電
子
社
会
推
進
・
統
計
室
統
計
分
析
グ
ル
ー
プ
　

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
1
4
3

フ
ァ
ク
ス
0
2
4
（
5
2
1
）
7
9
1
4

い
わ
き
海
浜
自
然
の
家

「
学
ぼ
う
！
森
と
水
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」

ふ
く
し
ま
大
会
（
う

つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
2
0
0
2
）」

で
は
、「
長
寿
社
会
・

私
の
主
張
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
対
象

６０
歳
以
上

（
昭
和
１８
年
4
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

◆
募
集
内
容

高
齢
者
の
生
活
を
豊
か
で
明
る
く

い
き
い
き
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

経
験
を
通
じ
て
考
え
た
こ
と
や
意
見
、
主
張
を

Ａ
4
サ
イ
ズ
の
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
ワ

ー
プ
ロ
は
２０
字
×
２０
行
の
縦
書
き
）
5
枚
以
内

に
ま
と
め
た
も
の
。
表
題
は
自
由
で
す
。

◆
応
募
方
法

作
品
に
①
表
題
②
住
所
③
氏
名
④

年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
職
業
ま
た
は
前
職
業
歴
を

記
入
し
た
表
紙
を
添
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

5
月
２４
日
ª
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
先

〒
1
0
5
ー

8
4
4
6

東
京
都
港

区
虎
ノ
門
3
ー

8
ー

２１

虎
ノ
門
３３
森
ビ
ル
8
Ｆ

（
財
）
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
　

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
3
0
6

第
１５
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ふ
く
し
ま
大
会

「
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
」

げ
る
な
ど
、
い
き
い
き
と
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者

や
高
齢
者
の
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
対
象

お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
人
ま
た
は
主
に

そ
れ
ら
の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

◆
賞

▽
い
き
い
き
長
寿
県
民
賞
（
知
事
賞
）

6
人
（
団
体
）
以
内
　
▽
い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞

（
理
事
長
賞
）
7
人
（
団
体
）
以
内
　
※
い
ず
れ

の
賞
に
も
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

◆
募
集
期
限

6
月
２８
日
ª
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
方
法

各
市
町
村
福
祉
担
当
課
、
最
寄
り
の

保
健
福
祉
事
務
所
（
い
わ
き
市
は
地
方
振
興
局
）、

（
財
）
長
寿
社
会
推
進
機
構
に
備
え
て
あ
る
応

募
・
推
薦
書
に
、
活
動
内
容
な
ど
が
分
か
る
資
料

を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
6
0
ー

8
0
6
5

福
島
市
杉
妻
町
5
ー

7
5
（
財
）
長
寿
社
会
推
進

機
構
　
@
0
2
4
（
5
2
4
）
2
2
2
5

い
き
い
き
長
寿
県
民
賞
・

い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞

県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館「
ま
ほ
ろ
ん
」で
は
、

昔
の
狩
り
に
使
わ
れ
た
槍や

り

の
威
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
道
具
「
投
槍

と
う
そ
う

具ぐ

」
を
作
る
講
座
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
投
槍
具
を
作
っ
て
、
旧
石
器
時
代
の

狩
人
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

6
月
１５
日
º
午
前
１０
時
〜
１２
時

◆
対
象

小
学
生
以
上
（
4
年
生
以
下
は
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
）

◆
参
加
費

1
0
0
円
（
材
料
費
）

◆
定
員

２０
人

ま
ほ
ろ
ん
実
技
講
座
「
投
槍
具
作
り
」

県
文
化
功
労
賞
受
賞
候
補
者
の
推
薦

県
文
化
功
労
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
県
文
化
の
向

上
に
著
し
い
業
績
の
あ
っ
た
個
人
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
現
在
、
受
賞
候
補
者
の
推
薦
を
広
く
県
民

の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対
象
部
門

▽
芸
術
（
美
術
、
音
楽
、
演
劇
、
舞
踏
、

文
芸
、
生
活
芸
術
な
ど
）
▽
科
学
（
人
文
科
学
、
自

然
科
学
）
▽
教
育
（
学
校
教
育
、
社
会
教
育
）
▽
体

育
（
学
校
体
育
、
社
会
体
育
）
の
い
ず
れ
か
の
部

門
か
ら
2
人
以
内
を
表
彰

◆
表
彰
式

１１
月
3
日
（
文
化
の
日
）

◆
推
薦
期
限

7
月
１９
日
ª
当
日
消
印
有
効

◆
推
薦
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

県
教
育
庁
総
務
課
　

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
7
5
8

会
場
名

開
催
日

時
間

場
所

福
島

会
場

5
／
３０

∫

午
前

１０
時〜

午
後

4
時

県
庁
本
庁
舎
２
階

２
０
１
会
議
室

（
福
島
市
杉
妻
町
）

郡
山

会
場

5
／
３１

ª

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

3
階
研
修
室

（
郡
山
市
安
積
町
）

◆
募
集
期
限

5
月
３１
日
ª
当
日
消
印
有
効

◆
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏

名
③
年
齢
（
学
年
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
6
1
ー

0
8
3
5

白
河
市
白
坂
字
一
里

段
８６

ま
ほ
ろ
ん
「
投
槍
具
作
り
」
係

@
0
2
4
8
（
2
1
）
0
7
0
0

１０
月
に
開
催
す
る
「
第
１５
回
全
国
健
康
福
祉
祭

経
験
や
知
識
を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
た

り
、
中
高
年
か
ら
一
念
発
起
し
て
物
事
を
成
し
遂



【試 験】�

【案 内】�

【催し】�

県
内
に
就
職
を
希
望
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

提
言
書
を
ご
覧
に
な
り
た
い
人
は
、
次
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
）。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
県
民
環
境
室
人
権
・
男
女
共
同
参
画
グ
ル
ー
プ

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
1
8
8

ま
た
は

各
地
方
振
興
局
商
工
県
民
部
県
民
生
活
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
：
//w
w
w
.p
re
f.fu
ku
s
h
im
a
.jp
/ke
n
m
in
/

u
-d
/in
d
e
x.h
tm
l

◆
対
象

来
年
春
卒
業
予
定
の
大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
修
学
校
の
学
生

◆
内
容

県
内
企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
面
接
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
就
職
相
談

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
雇
用
労
政
課
　

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
2
1
2

15

県政だより� 毎週日曜日�17：25～�17：30FTV

県政トピックス� 毎週日曜日�13：55～�14：00KFB

くらしの情報� 毎週日曜日�11：45～�11：50FTV

県政ニュース� 毎週土曜日�18：25

～�

18：30FCT

県政ウィークリー� 毎週日曜日�9：55

～�

10：00TUF

うつくしま、ふくしま。� 第２土曜日�11：30～�11：45KFB

ふくしま探訪� 第１土曜日�7：00～�7：15TUF

こんにちはふくしま� 毎週日曜日�11：00～�11：25FCT

ときめき うつくしま� 毎週日曜日�9：00～�9：25FTV

テ
　
レ
　
ビ�

知事さんふれあいトーク� 最終火曜日�12：30～�12：45rfc

商工ほっとライン� 毎週水曜日�12：30～�12：40rfc

JUST NOW ふくしま� 毎週土曜日�9：20～�9：40rfcラ
ジ
オ�

県民のページ� 福島民友�

目で見る県政� 福島民報�

新 

聞�

5月12日、6月9日�

5月12日、6月9日�

ふくしまEVENING BREAK 月～金曜日�17：30～�17：35ふくしまFM

県政カメラトピックス�福島民友� 6月16日�

県からのお知らせ� 民報・民友� 5月12・26日、6月9・23日�

県政広報ガイド

平
成
１４
年
度
の
採
用
候
補
者
試
験
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
提
言

ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験
の
実
施

6
／
6

∫

午
後

1
時〜

4
時

ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

（
福
島
市
太
田
町
）

6
／
3

∑

会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

（
会
津
若
松
市
白
虎
町
）

5
／
２９

π

ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ

（
郡
山
市
虎
丸
町
）

5
／
２８

∏

グ
ラ
ン
パ
ル
テ
ィ
い
わ
き

（
い
わ
き
市
平
谷
川
瀬
）

5
／
２１

∏
開
催
日

時
間

会
　
場

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

（
東
京
都
中
野
区
）

公
募
に
よ
る
会
員
や
有
識
者
で
構
成
す
る
「
ふ

く
し
ま
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」
か
ら
、

3
月
１８
日
に
提
言
書
が
県
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
、
も
の
、
ま
ち
、
制
度
・
意
識

な
ど
の
環
境
づ
く
り
、
人
材
の
養
成
、
県
民
、
事
業

者
、
行
政
の
役
割
と
協
働
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

◆
県
職
員(

大
学
卒
程
度
）

▽
受
験
資
格

昭
和
４８
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

５６
年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
一
部
の

職
種
に
つ
い
て
は
、
免
許
も
し
く
は
資
格
な
ど

が
必
要
で
す
）

▽
受
付
期
間

5
月
１０
日
ª
〜
5
月
３１
日
ª

▽
第
１
次
試
験
日

6
月
２３
日
∂

◆
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

▽
受
験
資
格

昭
和
４８
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

５６
年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

▽
受
付
期
間

5
月
２０
日
∑
〜
6
月
１１
日
∏

▽
第
１
次
試
験
日

7
月
１４
日
∂

◆
受
験
案
内
・
申
込
書

5
月
１０
日
ª
か
ら
県
人

事
委
員
会
事
務
局
、
各
地
方
振
興
局
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
警
察
官
採
用
候
補
者
試
験

に
つ
い
て
は
県
内
の
各
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
人
事
委
員
会
事
務
局

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
5
8
8
・
7
5
9
0

日
本
と
外
国
の
青

年
に
よ
る
交
流
や
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
し
て
地

球
的
な
広
い
視
野
を

持
っ
た
青
年
を
育
成

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
開
催
期
間

8
月
１
日
∫
〜
4
日
∂
の
3
泊
4

日
（
外
国
青
年
は
、
7
月
３０
日
∏
〜
8
月
１
日
∫

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
の
応
募
も
で
き
ま
す
）

◆
対
象
・
募
集
人
数

▽
県
内
青
年
（
県
内
在
住
の

２０
〜
２５
歳
で
日
本
国
籍
の
人)

３０
人
　
▽
外
国

青
年
（
２０
〜
３９
歳
で
外
国
籍
の
人
）
２０
人

◆
内
容

三
島
町
内
で
の
宿
泊
交
流
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
交
流
な
ど

◆
参
加
費

3
0
0
0
円
（
昼
食
代
な
ど
）

◆
募
集
期
限

6
月
２８
日
ª

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
県
民
環
境
室
青
少
年
グ
ル
ー
プ
　

@
0
2
4
（
5
2
1
）
7
1
8
7

う
つ
く
し
ま
２１
地
球
人
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者



▼
福
島
の
養
蚕
・
機
織
業
発
祥
の
地
川
俣
町
。
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
、

小
手

お

て

姫ひ
め

が
川
俣
の
地
に
桑
を
植
え
て
養
蚕
を
始
め
、
機
織
り
を
伝
授
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
力
織

り
き
し
ょ
っ

機き

は
、
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）
に
川
俣
町

字
新
中
町
の
大
橋
哲
弥
氏
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
翌
年
に
は
弟
の
秀

三
氏
と
の
協
力
で
改
良
さ
れ
た
『
大
橋
兄
弟
式
力
織
機
』
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
手
織
機
か
ら
力
織
機
へ
、
川
俣
町
は
も
ち
ろ
ん
福
島
県
内
各
地

の
織
業
地
に
も
普
及
し
て
い
き
、
大
正
期
に
入
る
と
、
県
内
の
力
織
機
の
半

数
以
上
が
大
橋
兄
弟
式
力
織
機
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
「
道
の
駅
川
俣
」
の
敷
地
内
に
あ
る
『
か
わ
ま
た
お
り
も
の
展
示
館
』
に
は
、

古
代
か
ら
の
織
物
の
変
遷
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
や
数
々
の
手
織
機
、
養
蚕
か

ら
機
織
り
・
絹
織
物
に
関
す
る
写
真
と
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
隣

接
す
る
か
ら
り
こ
館
で
は
、
手
織
り
や
草
木
染
め
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
企
画
展：

ふ
く
し
ま
の
お
り
も
の
展
（
〜
６
／
30
）、
夏
衣
装
展
（
７
月
上

旬
〜
９
月
中
旬
）

県
内
の
織
物
産
業
の
振
興
に
貢
献

大
橋
兄
弟
が
考
案
し
た
力
織
機
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大橋兄弟式半木製力織機

かわまたおりもの展示館
伊達郡川俣町大字鶴沢字東13-1
@024ー565ー4889
開館時間／9:00～18:00（入館は17:00まで）
休 館 日／第３月曜日、年末年始
観 覧 料／大人150円、小中高校生70円

（からりこ館と共通）
※体験は別途費用がかかります


